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著 抑 j:約30年 U)研究 IJ,T宝を有 十 ,-/I,ア メ リカにお 守,7J東

南アジア専 門の歴史学 晋で, 現在 Ohio大学 創 吾史

学敦侵O TheRootsofFrench Imperialism in

Eastem Asia,(1954)や, A HistoryofModern

Burma,(1958)などの近 代 史関係 の 著述 もあ るが,

本書は類少机 ､東南 ア ジア史の概 説書 :=して頗 る注 意

:~二情 寸 :l′もC,1でLや)J',o

内容 ･1'十 に文が 6邦,26章よりな I/7 末尾 丁二7:.要 車件

ttSetting"･:封事論 と称 すべ き もので, そし′1第 一章 にお

いて は,東南 アジアの地 形的特徴を概観 し,-:I:/fTLが民族

移動 レリ方向や,交通 ･貿易,又 化 ･政 治しノ)光 景 :二及 ぼ

寸影 響 を述 べ :_:;ととも工, 季節 風や雨 U)降 り方 ]:農 業

二しノ〕闇係,耕法を異 :=…J,7,l午野 .山地民族 の併 存 L_チ

ン′)座 rjl的･,iL-:義, さ ら′二東南 ア ジア史上 .TPおいて!J･lつて

指導 的役割 を沼 じ, ま上現 に演 じつつ あ:',A:_要民族 U'l

;亡化的 TJC特質,共通性,侶互 闇係を説 き, 次 章:=おい

て は シナ ･イ ン ドl=J)経済的文 化的交 捗レ州肌 Ij壬 土～ノII

Li､げ,双方 文 化C/)二0:)地域 に及 ぼ し.十二′r枠上約,5.13,響J'1強

弱 とそuj｣J町 王1を検 討 し, とく.'=初期 .'二おいて著 しい影

響 を及 ぼ したイ ン ド文 化L/州 ミ格, ニレ/jl-即成しr)イ ン 円 ヒ

i)過程, 一千LJl受容 ())仕方 を考察 してい /:i. 弟二部以下

は本 論 とい うべ き もの-こ 第二邦 "EarlyEmpires"

で は, 4二章 .'=わた再 絹 :5･シ ュ l]'ヴ ィジ ャヤ ヒジ ャ

ワ ･カ ンボデ ィア ･パ ガ ン (ビルマ) などを中心 二

皿ね 1此紀 か J,]3世紀 ごろまで .'Hlhli亡 した~i:_要諸巨IL/〕

政治 ･社余 ･文 化 について述べ,掃三部 ttTransition

t()ModernTimes,"LI)3節 で悠,東南 アジア史上 で

も大 きな影 響 を及 ぼ し:LIモ ンゴ ル族 レ)侵 入か らポル ト

ガル L/).町HまでcJ).微動期 を扱 い, そしノ〕閏 さ二出 ､て イ ン

ドシナ半島 に闘,1-唱 えた タイ族項てこi々 や, ジ ャワlI=.irJl

.'ト,-3マ ジ ャバ イ ト三亡国, さらにイ ス ラム教国マ ラ ッカ

.':おける東 西貿易 ご/,)発iJE･とジ ャワなどにお :チ,?'イス ラ

ム化進行過程 ,.':つ いて 述べてい ,(I,｡ 次いで 弟四部,

ttEuropeanCommercialDominance"Ljt3[､十J:

17世紀 か ら19世紀 レ )中葉 まで･ノ)オ ランダ, スノ＼イ ン,

イギ リスなどレ,)商 業活動を 中心 に, ビルマ, タイ, ヴ

ェ トナムし′二ノ政 治,文化二二ついても述べ L:/.i,また弟/i-_

那 , ttlntensiveEconomicDevelopment" J)5tl;:･':

㍗ .7ま,19世紀 か 120世紀 工,J//1て しノジ ャワ, ビルマ ･

マ ラヤ, ヴ ェ トナム:二対 jLろ紅治国オ ラン//, イギ リ

/LILT=つ いて, さ ら.7=最 後･J)i結六部, ttPoliticalRe-

form andNationalistRevival"し′う7章二㌍民]JrjijJJ

つ いて述べ, 第二 次 LH-界大戦 申 .7II,お:チ/7日 /木し′)占領,

戦 後 ′'二木 'ナ/71独立諸打 レ′1動 向,将来 しっ子宮望 .'-:及ん丁 い

-i)

本書 は概説書 で も′''が, 史実U〕羅列 的叙述 でな く,

常.'=因果 関係 を考え, とくに東 南 アジアレ刃ui域件 を重

視 し, こしつ地域 ヒシナ ･イ ン ド･西南 アジア ･ヨー ロ

ッパ,lIど先 ;任地域 と,J)経済的文 化的関係 雪 上点 してい

･~''｡ 三 た先年刊 行 さ 上,;二イギ リスL/JD.G.E.Hall穴

聖 二土工丁:!,最新レ′瑚二先成 黒 を も多 くとり入れ,碓甘 Eミニ

l=して よく纏 -,てい ~7)上 工, 各所 .'二闇係 レ号山岡/1-挿 入

tIして好適 J)著作 と言え 言で 直ろ う｡ (J睦昭利一･郎)

Bennington-Cormell: AnthroPological

SurveyofHillTribesinThailand;A Reヶ

ortonTribalPeoplesinChiengraiProvince

North of theMacKokRiver,TheSiam

SocietyUnderRoyalPatronage,Bangkok,

1964.

1963年 か ら64年 .'Il1ゝ :ナて, 約 8か力闘, Benning-

tonCollege と Cornell大学 が 合同で 北 部 タイ仁 告

∴L/7Jl揖止痛l3'族 (hilltribes)レ､､J人種- 牛態学的 な調査

研究 (実質的 な現地 調査 は5か 月)'Lr行 ない,Bennillg-

tonCollegeL/) LucienM.Hanksおよび Cornell
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大学の LauristonSharpを初めとする12人の学者が

ニ̂:Lに参加 した｡本書 (タイプ印刷)はその予備報告

書である｡まえがきで ｢予備｣(preliminary)という

言葉が 強調されていることからも分るように, 内容

はきわめて簡素で,概説的である. わずか79ペ-ジの

本二三打こ,前半で,調査地の地理,人口,行政,治安,

経済,移住問題,保健,教育,種族関係などの多方面

にわたる調査資料をすべて要約し,後半でそれぞれに

ついて勧告ないし対策を述べているのであるから,け

だしそれは当然である｡それにしても,きわめて平易

な英語で手際よくまとめられており,調査報告書を出

すには一つの参考になるであろう｡

調査地域は, 南 と束が MaeKokRiverに接 し,

北 と西がラオスとビルマの国境に囲まれたChiengrai

Provinceの一地方,つまり MaeKokRegionであ

る｡そこには,Thai,Sham,YunanChinese,Karen,

Lissu,Ya°,Labnおよび Akhaの8種族が住んでお

り,本書では後の 5つが部族 (tribes)として扱われ

ている｡部族たちはほとんどが高地 (uplands)に住

んで dryagriculture(水稲 と陸稲の両方を栽培する

Karen旗を除けば, すべての部族が陸稲と家畜用の

とうもろこし,その他を栽培 している)を営み,漕翫

稲作の行なわれる平地 (lowlands)の住民 (主にタイ

人)の生活からは遊離 している｡ しかし,生活様式の

面に おいても,また生産技 術 (稲作)の面に おいて

も,lowlandsの影響は大きく,言葉 も北部タイ語が

次第に uplandsの共通語になりつつあり, uplands

とlowlandsの融合にはもはや 2世代は要 しないであ

ろうと言われる｡とは言え,部族はラオスやビルマの
国境を越えて往来するものが多 く,この地方はタイ政

府の決定のみならず,間接的にはラオスやビルマ,さ

らには 中田政府の 決定の影響を受けて, 政治的には

internationalな,複雑な様相を呈 している｡

いわゆる ｢地域研究｣としてさまざまな側面から検

討された山地部族の生活,および彼 らの平地住民に対

する相互関係は,簡略ながらも一応興味深 く読むこと

ができるが,後半に示される勧告ないし対策には思い

つき程度のものが多 く,深 く掘り下げた重みのある調

査報告を期待する向きには失望を買うであろう｡ただ

し,予備報告にそこまで要求する方が無理かもしれな

い｡なお,付録には,北部タイ住民の服飾や手工芸を

扱 った RuthB.Sharpの ttTribalArtsandCrafts

inNorthernThailand"(18ペ-ジ)が載せてあり,

論文 としてはむしろこの方がまとまっている｡ (高木

英明)

TheodoreStern:A ProvisionalSketchof

Sizang(Siyin)Chin,AsiaMajor,n.S.vol.

X part2,1963.pp.222-278.

ビルマの西部,チン丘陵地帯で話されているクキ ･

テン諸言吾は,従来,比較的未開拓の研究分野であった

が,最近では幾つかのす ぐれた記述研究が発表される

ようになった｡

この論文は,著者が1954年に Eugenie∫.A.Hen-

derson,G.H.Luce等と共同で,約 6週間に亘って

行なったテン丘陵の言語調査に基ずいてまとめられた

sizang(従来はsiyinと書かれた)方言の記述報告で

ある｡(この時の研究成果の一部は既に,G.H.Lu°e:

ChinHillsLinguisticTourDec.1954:∫.B.R.S.

1959で発表された｡)

著者は全体を 1.phonology 2.NounExpress-

ion 3.VerbExpression 4.SentenceandCla-

useの4章に分けて,Sizang方言の構造をきわめて

明確に分析 している｡

Sizang方言が,音弘 語糞, 文法等の諸点から見

て Teizang,Saizang(zangはいずれも<平地>の

意),Tiddim,Ngawn諸方言 ときわめてよく似た構

造をもっており,且て StenKonow,G.A.Grierson

等によって設定された ｢北部方言｣群の存在を再確認

した意味でも,この論文の果 した役割は大きい｡北部

チン方言の研究 としては, 先に発表された E.∫.A.

Henderson:NoteonTeizang,aNorthernChin

Dialect:B･S･〇･A.S.1963とならぶ貴重な資料だと

いう事ができよう｡

この論文の重点は,専 ら morpbologyにおかれて

いる｡クキ ･チン語の affixについては,且て S.N.

Wolfendenの労作があるが,複雑な affixを詳細に

調べてその機能を明らかにしたこの論文は,他の北部

諸方言の研究にも大きな参考となる｡

一方,記述研究を目的とした論文の性格上,止むを

得ないとは思 うが,他の諸方言 との有機的関連性につ

いて全 く論及されてい ないのほ, はなはだ残念であ

る｡例えば,語末子音の交替に関して2個の stem を
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